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資料６ プロジェクト完了会議資料 
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資料８ 教材（本邦研修） 

 

(1) 運転計画（6 月 13 日）日本における鉄道の概況と特徴 
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(2) 軌道整備計画（6月 18 日）日本における鉄道の概況 
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(3) 軌道整備計画（6月 19 日）軌道保守業務の仕組み、軌道保守作業の体制 
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(4) 軌道整備計画（6月 20 日）軌道の検査・補修体制 
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資料９ 往復書簡 

 

(1) プロジェクトから発出したレター 

日付 番号 タイトル 

内容 

2012 年 6月 6日 PCD-001 本プロジェクトに関する情報提供の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

軌道線形及び軌道保守に関する以下のデータの提供を依頼する。 

1) 2010 年 5月以降に UTY により実施された線形測量の詳細（実施日、実施機関、実施範囲等）

2) 最新の Track Profile 及び曲線台帳 

3) 最新の検測車のチャート 

4) 過去 1年間のカルシ軌道保守要員の動員記録（データ、区間、業務量、使用機材等） 

5) 過去１年間の各軌道保守班の業務記録（データ、区間、業種、業務量、投入人月） 

2012 年 6月 8日 PCD-002 カルシ～ボイスン間の現地視察に関する各種手配の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

現地視察の日程に応じた UTY 監督員の手配を依頼する。（別紙：日程表） 

2012 年 6月 20 日 PCD-003 テルメズ RRB の現地視察に関する各種手配の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

現地視察の日程に応じた UTY 監督員の手配を依頼する。（別紙：日程表） 

2012 年 6月 20 日 PCD-005 軌道計画図面提供の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

タシグザール～クムクルガン間における Track Profile（水平面の軌道線形）の図面（紙媒体

及び電子媒体）の提供を依頼する。 

2012 年 6月 22 日 PCD-006 線路測量作業に関する情報提供の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

線路測量許可業者に課している規定、法令、基準に関する情報の提供を依頼する。この情報

は、デカナバッド～ボイスン間の測量を行う下請け業者のショートリストの作成に必要とする。

2012 年 6月 25 日 PCD-007 本プロジェクトに関するデータ提供の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

列車運行及び機関車に関する以下のデータの提供を依頼する。 

【現状及び列車運行】 

1) 新線区間におけるタイムスケジュールの記録：過去 1ヶ月間の全列車（区間及びタイムス

ケジュール） 

2) 新線区間における列車組成の記録：代表的な列車を数本抽出するとし、連結車種、連結両

数、輸送品目、品目別輸送量、中古機関車数等を記載する。 

3) 新線区間における運転パターン：過去 1ヵ月の毎日の運転パターン（区間及びタイムスケ

ジュール） 

4) 新線区間を通過する貨物の ODデータ 
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【機関車】 

1) 新線区間内における各車両基地における機関車の配置（各車両基地における車種別機関車

数） 

2) UTY が保有する全機関車の技術仕様 

3) 機関車検査の種類、内容、場所（電気機関車及びディーゼル機関車） 

2012 年 7月 3日 PCD-008 タシグザール～クムクルガン間の第二次現地視察に関する各

種手配の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

現地視察の日程に応じた UTY 監督員の手配を UTY に依頼する。 

本現地視察の主目的は、UTY により提供された検測車の記録と Track Profile との整合性を確

認するために、タシグザール～クムクルガン間の実際の軌道状況をビデオカメラで撮影するこ

とである。ビデオカメラの撮影にあたっては、機関車の後方に取り付けることを依頼する。実

際のところ、上記区間における実際の軌道状況を反映した適切な軌道データを把握できておら

ず、この現状を確認する時間的余裕がない。そのため、こうした依頼を行った次第である。 

さらに、この現地視察において、検測車の記録と Track Profile の正確性を確認するために、

94～95km の区間の曲線半径を小型機材を用いて計測することを計画している。そのため、7 月

11 日アクラバット駅の夜間出入許可を UTY に依頼する。 

2012 年 6月 9日 PCD-010 電気機関車修理工場の訪問に関する各種手配の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

電気機関車整備の能力向上を図るために行う7月11日の電気機関車工場の訪問に関する各種

手配を依頼する。 

2012 年 7月 18 日 PCD-011 タシグザール～クムクルガン間の現地視察に関する各種手配

の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

現地視察の日程に応じた UTY 監督員の手配を依頼する。（別紙：日程表） 

2012 年 7月 31 日 PCD-012 タシグザール～クムクルガン間の現地視察に関する各種手配

の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

前回の現地視察が予定期間内に完了しなかったため、再度現地視察の日程に応じた UTY 監督

員の手配を UTY に依頼する。現地視察では、軌道状況を確認する軌道上を歩行することを考え

ているため、各軌道保守班からのカウンターパートの配置を依頼する。 

2012 年 9月 7日 PCD-019 本プロジェクトで調達される小型機材の仕様に関する確認の

依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

小型機材の仕様の決定に関する下記事項の確認を行いたいと考えている。 

【軌道保線用機材の技術仕様】 

1. タシグザール～クムクルガン間の本プロジェクト対象区間のどこに半径 65ｍと 50ｍの 6

番分岐器が設置されているか？ 
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2. トラックマスターの中央処理装置（CPU）の使用環境は、0℃～50℃の状況でも供用範囲内

であるか？ 

3. レールストッパー（異常探知台車 – 異常スコープ）とは、どのような種類の探知機か？

レールストッパーの図面はあるか？ 

4. レールストッパーに似た日本のレール探傷機は、１面探知システムを採用している。こう

した状態でも容認可能か？ 

5. レールストッパーの技術仕様の要請機材リストにある CO-1、CO-2、CO-3 及び CO-3P とは

何を意味するのか？ 

2012 年 9月 26 日 PCD-020 本プロジェクトで調達されるレール探傷機を取扱うウズベキ

スタンの納入業者に関する情報提供の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

本プロジェクトで調達されるレール探傷機“UDS2-RDM”を取扱うウズベキスタンの納入業者

に関する情報提供を UTY に依頼する。 

また、上記のウズベキスタンの納入業者の情報及び“UDS2-RDM”仕様の最終化の協議に関して

軌道施設課の Alimov 氏との面談を依頼する。 

2012 年 11 月 2日 PCD-024 機関車車両基地及び車両工場に関するデータ及び情報提供の

依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

機関車専門家船木氏は、2012 年 11 月 26 日～12 月 10 日に動員予定である。そこで、船木専

門家がウズベキスタンで円滑に業務を実施できるよう、本レターに機関車車両基地及び車両工

場に関する質問票を添付して提出する。（別紙：質問票） 

2012 年 11 月 16 日 PCD-026 Trunk Circuit の提供の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

ウズベキスタン国鉄総裁 Akbarov 氏に現地番号 41-447（2378447）を Trunk Circuit（8）に

接続するように要請を出すことを依頼する。 

2012 年 11 月 26 日 PCD-027 データ提供の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

現在、タシグザール～クムクルガン間の鉄道路線におけるセクション PK1098～PK1160 間の本

線平面測量及び縦断線形を保有している。 

上記で言及した路線の分析を完了させるため、PK188,900～PK197,000 間のデータの提供を依頼

する。 

2012 年 12 月 3日 PCD-028 ウズベキスタン車両基地及びテルメズ車両基地への訪問に係

る調整の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

ウズベキスタン車両基地及びテルメズ車両基地の現状を把握するため、これらへの訪問に係

る調整を依頼する。 

2012 年 11 月 30 日 PCD-029 線形計画に関するカウンターパートの手配の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 
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線形計画に関するカウンターパートの手配及び 2012 年 12 月 3 日の週における山品専門家と

のミーティングの設定を依頼する。（別紙：活動内容） 

2012 年 11 月 30 日 PCD-030 小型機材の提供に係る荷受人に関する情報の確認 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

JICA 本部が現在作成している入札書類の最終化に必要な小型機材の提供に係る荷受人に関す

る情報提供を依頼する。 

2012 年 12 月 7日 PCD-032 業務スケジュールの変更 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

本プロジェクトの現地業務は 2012 年 6 月に完了し、スケジュール上では本プロジェクトは

2013 年 7 月に完了することになっている。しかしながら、線形測量の進捗が遅れたため、業務

スケジュールを変更する必要が生じた。（別紙：変更スケジュール） 

2013 年 1月 9日 PCD-033 運転計画に関するカウンターパートの手配の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

運転計画に関するカウンターパートの手配及び 2013 年 1 月 15 日の週における三浦専門家と

のミーティングの設定を依頼する。（別紙：活動内容） 

2013 年 1月 23 日 PCD-035 山岳区間における線形及び線路保守に関する本邦研修プログ

ラムのドラフトの提案 

ウズベキスタン国鉄 総裁 Achilbay 氏宛 

山岳区間における線形及び線路保守に関する本邦研修プログラムのドラフトを提示する。（別

紙：研修概要） 

2013 年 2月 15 日 PCD-039 線路保守に関する情報提供及び線路保守に関するカウンター

パートの手配の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

1. 線路保守に関する情報提供の依頼 

下記に示す情報の提供を依頼する。 

1) 線路保守に関する規程及び基準類 

2) 線路保守に関する UTY の組織体制 

3) 線路保守の業務記録 

4) 検測車のチャート 

5) 軌道保守上の事故等の報告 

2. 線路保守に関するカウンターパートの手配の依頼 

2013 年 3月 7日 PCD-041 軌道整正計画に関する情報提供の依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

カント設定を行う上での前提条件の整理のため、下記に示す軌道整正計画関する情報提供を

依頼する。 

1. 車両重心の高さ 

2. 車両限界、建築限界 

3. 車両の固定軸距 
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4. 軌道中心間隔 

5. 車両の長さ 

6. 車両の幅 

7. 軸重 

2013 年 3月 11 日 PCD-042 軌道整正計画に関する現地研修のスケジュール 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

山品専門家により実施される軌道整正計画に関する現地研修のスケジュールを提示する。こ

の研修に関して、研修会場及び研修参加者への周知を依頼する。 

2013 年 3月 15 日 PCD-043 軌道整備計画に関するカウンターパートの選出依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

滝野専門家との協力による軌道整備計画の改良を目的に、軌道整備計画に関するカウンター

パートとして、UTY の軌道施設整備部から 2名選出することを依頼する。 

2013 年 3月 28 日 PCD-044 プログレスレポート 1 の提出 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

プログレスレポート 1 が完了したことを通知する。英語版 2部、ロシア語版 2 部を提出する。

2013 年 3月 29 日 PCD-045 本邦研修「運転計画」の UTY 参加候補者に関する選定結果の

提出 

ウズベキスタン国鉄 総裁 Achilbay 氏宛 

JTC プロジェクトチームは、候補者のうち誰が運転計画の本邦研修の参加者として、誰にその

資格があるか議論した上で、ここに示す 7 人の候補者が適切であると決定した。ついては、最

終決定のため、本邦研修の参加候補者の選定結果を提出する。 

2013 年 4月 8日 PCD-046 機関車計画に関する現地研修のスケジュール 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

タシケント、カルシ、テルメズで開催される船木専門家による現地研修のスケジュールを提

出する。ついては、カウンターパートの選出、研修会場の確保、研修参加者への周知を依頼す

る。 

2013 年 4月 29 日 PCD-050 カルシ RRB 及びテルメズ RRB における軌道整備の研修 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

カルシ RRB 及びテルメズ RRB における軌道整備の研修は下記の日程で予定している。 

カルシ RRB：5月 14 日及び 15日 

テルメズ RRB：5 月 16 日及び 17 日 

2013 年 5月 2日 PCD-051 本邦研修「軌道整備」の UTY 参加候補者に関する選定結果の

提出 

ウズベキスタン国鉄 総裁 Achilbay 氏宛 

JTC プロジェクトチームは、候補者のうち誰が軌道整備の本邦研修の参加者として、誰にその

資格があるか議論した上で、ここに示す 3 人の候補者が適切であると決定した。ついては、最

終決定のため、本邦研修の参加候補者の選定結果を提出する。 

2013 年 5月 23 日 PCD-053 現地研修「運転計画」参加者の受講感想文（抜粋）の報告 
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ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

三浦専門家がタシケント、テルメズ、カルシで実施した現地研修の参加者が、最終日に感想

文を提出したが、その一部を PIU-E 宛に報告した（参加者の一部は自筆でウズベキスタン語で

記入したが、プロジェクトの現地スタッフがロシア語に翻訳した）。 

2013 年 7月 1日 PCD-054 本邦研修「軌道整備計画」帰国研修員に対して、研修報告を

提出するよう依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

「軌道整備計画」分野の本邦研修に参加した 3 名の研修員に対して、研修内容と研修成果の

活用計画等について報告を提出するよう依頼した。 

2013 年 7月 1日 PCD-055 本邦研修「運転計画」帰国研修員に対して、研修報告を提出

するよう依頼 

ウズベキスタン国鉄 電化 PIU 部長 Djalalov 氏宛 

「運転計画」分野の本邦研修に参加した 7 名の研修員に対して、研修内容と研修成果の活用

計画等について報告を提出するよう依頼した。 

 

(2) UTY が発出したレター 

日付 番号 タイトル 

内容 

2012 年 6月 19 日 1388-12 技術協力のフレームワークにおける JCC ミーティングの構成 

JICA ウズベキスタン事務所長江尻氏宛 

本プロジェクトに対する提案を精査し、技術協力プロジェクトの実施における JICA の方針を

考慮した上で、下記の提案を行う。 

本プロジェクトの調整及び現状の課題解決を目的とし、UTY の各部署及び本部からの代表者、

JICA 及びコンサルタントの JTC から構成される合同調整委員会（JCC）の設置は、好機を捉えて

いるものと考えている。 

JCC に参加する UTY のメンバーのリストは、後日提出する。 

上記プロジェクトが経済開発の一環である性格を有することを考慮すれば、JCC のメンバー或

いはオブザーバーとして日本大使館が参加する必要はない。因みに、外交団代表の参加に係る

承認手続きは、両国の外交部署間の口上書交換によるべきである。 

2012 年 6月 22 日 7/152 レターへの返答 

プロジェクトチームリーダー岡本氏宛 

2012 年 6月 22 日付のレター006 への返答として、ウズベキスタンにおける契約は法令により

規定されている。 

これを踏まえると、Boshtransloyiha 社及び Toshtemiryulloyiha のみが、線路の設計及び調

査の許可を保有している。 

したがって、上記のいずれかから選定することになる。 

2012 年 6月 25 日 1/154 調達する機材 

プロジェクトチームリーダー岡本氏宛 
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日本側が考えている調達機材リストに関して、下記のとおり返答する。 

 2012 年 1月 12 日付の Kadirov 氏宛のレター118 は、取り消される。 

 機材リストの作成にあたっては、日本で用いられている近代的な技術を有する機材が、

提供されるべきである。 

2012 年 8月 22 日 91/219 軌道保守機材の技術仕様 

プロジェクトチームリーダー岡本氏宛 

機材調達のために、軌道施設部が作成した軌道保守機材の技術仕様に関して連絡する。（別

紙：軌道保守機材の技術仕様） 

2012 年 12 月 5日 1/298 線形計画のカウンターパート 

プロジェクトチームリーダー岡本氏宛 

2012 年 11 月 30 日付のレター029 について、下記のカウンターパートを推薦する。 

1) Boshtransloyiha 社 軌道部長 Tsoy 氏 

2) LLC 鉄道軌道設計チーム V.G. Bankov 氏 

3) UTY 軌道保守部 軌道管理部次長 S.H. Saidmuratov 氏 

4) UTY 工事運営技師長 A.P. Bazarov 氏 

2012 年 3月 18 日 12/201 線形計画に関する情報提供 

プロジェクトチームリーダー岡本氏宛 

2013 年 2月 7日付のレターによる依頼に関し、PIU として以下の情報の提供を協力する。 

1. 電気機関車「ウズベキスタン」 

2. 電気機関車 「3 VL80 C」 

3. 電気貨物列車（中国製）の技術的特性 

 

(3) JICA が発出したレター 

日付 番号 タイトル 

内容 

2012 年 6月 7日 164 本プロジェクトの技術協力のフレームワークに関する合同調

整会 

ウズベキスタン国鉄 総裁 Achilbay 氏宛 

技術協力プロジェクトに関する JICA の方針は、プロジェクトの効率的な実施及び緊急課題の

解決を確保するため、定期的に関係者間で開催される合同調整会（JCC）を設立することになっ

ている。JCC の参加者は、プロジェクト進捗の報告、情報の共有、緊急課題の解決、支援の確保

を行う。 

本プロジェクトの実施が PIU-E に委任されており、運転計画の部署、軌道の部署、機関車の

部署に属する UTY の職員が本プロジェクトの活動に携わることが要求されていることを考慮す

ると、JCC は上記職員とともに開催される必要がある。JICA に加えて、日本側は在ウズベキス

タン日本大使館の職員がオブザーバーとして参加する予定である。（別紙：JCC の構成） 

上記事項を踏まえ、JCC を 2012 年 6 月 25 日に開催することを依頼する。 
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